
第30回（'19）

書学書道史学会大会
於：東京国立博物館（平成館大講堂）

10/26 sat.
12：50～ 受付開始
13：20～14：20 開会式・総会・特別表彰
第30回大会記念シンポジウム

14：30～16：00 中村 伸夫
河内 利治 富田 淳
信廣 友江 笠嶋 忠幸

第30回大会記念講演

16：10～17：40 蘇 士澍 氏
18：00～19：30 懇親会

10/27 sun.
09：00～ 受付開始
研究発表

09：30～10：00 ①安藤 喜紀
10：00～10：30 ②池田 絵理香
10：30～11：00 ③前川 知里
11：00～11：10 休 憩
11：10～11：40 ④井田 明宏
11：40～12：10 ⑤志民 和儀
12：10～13：30 記念撮影・昼食
13：30～14：00 ⑥下田 章平
14：00～14：30 ⑦永由 徳夫
招待発表

14：30～15：20 山本 尭 氏
15：20～ 閉会式

総合文化展自由参観

本年度大会会場の東京国立博物館へのアクセスは、下記のとおりです。

アクセスマップ 構内マップ

○当印刷物は、大会当日にお持ちください。

（入館時に会員の確認として使用する場合があります）

○カラー版は、ホームページで確認できます。

○大会用ポスターのデータをホームページにアップします。

必要に応じてプリントアウトし、関係各所にご掲示ください。



大会関係各種連絡事項

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

※会場の都合上、例年とは異なる箇所が多々あります。必ず下記をお読みのうえ、ご参加ください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

○大会参加申込みは、必ず同封の「大会出欠確認はがき」に必要事項をご記入の上、１０月１６日(水)必着

でご投函をお願いします。

○大会参加費(資料代含む)・懇親会費は、同封の「払込取扱票」に☑し、１０月１６日（水）までに納入し

てください。念のため、振込控えは大会当日にお持ちください。

○本学会大会では、例年ですと、会員の方が非会員の同伴参加を認めています。しかしながら、今大会では

諸事情により、同伴を認めません。従って、例年の「会員１名につき、同伴非会員１名が無料」等の扱い

はありません。「大会出欠確認はがき」および「払込取扱票」には、会員ご本人のみでお願いします。

○大会参加費は、会員 2,000円、学生会員 無料です。

○懇親会参加費は、会員 5,000円です。今大会は、学生会員も同額です。

○２７日（日）の昼食については、例年ですとお弁当の事前の注文希望を行っておりました。しかしながら、

会場の都合上、食事場所が十分に確保できませんので、今大会ではお弁当の受け付けは行いません。会場

近くの飲食店にて昼食をお済ませくださいますようご協力お願いします。

○会場の都合上、飲食可能な場所は限られております。発表などが行われる大講堂も飲食禁止です。飲食す

る際は、必ず係の指示に従うようにしてください。

○当日は、必ず東京国立博物館通用門（西口）からご入館ください。その際、スムーズな会員の確認方法と

して当印刷物のご提示をしていただく場合があります。必ず当印刷物をお持ちください。

○「第３０回シンポジウム」および「記念講演会」は、下記の条件の下、事前の申込みが不要で聴講無料で

す。非会員や学生にもお知らせ、お勧めいただければと思います。

条件１ 東京国立博物館にて開催の特別展（御即位記念特別展「正倉院の世界―皇室がまもり伝えた美

―」）半券を提示してください。

それ以外の入館券類では、入場できません。

条件２ 席数未定で、先着順です。座席は後方のみの開放とし、満席の際は、ご入場をお断りします。

条件３ 東京国立博物館正門からご入館のうえ、平成館エントランス左の〈ラウンジ〉学会受付にお越

しください。

大会参加 懇親会参加 計

一般会員 ○ ○ 7,000 円
○ × 2,000 円

学生会員 ○ ○ 5,000 円
○ × 0 円

○年会費未納の方は、「払込取扱票」に記載の未納分を合算して速やかにお振込みください。

○懇親会は、大会初日の２６日（土）１８：００より、グレースバリ上野公園前店で行います。

○宿泊ホテル等については、すでに会報でお知らせしたとおり、役員・会員ともに事務局では一切手配しま

せん。

○大会当日の緊急連絡先は、事務局長・髙城の携帯（090－ 9684－ 9782）とします。



第30回('19)書学書道史学会大会プログラム
今年度の大会は、10月26日（土）・27日（日）の両日、東京国立博物館（平成館大講堂）において開催します。

日程の詳細が決まりましたので、ご案内申し上げます。研究発表に加え、第30回大会を記念したシンポジウムお

よび講演会を企画いたしました。多数のご参加をお待ちしております。

〈日 程〉
(会場は東京国立博物館・平成館大講堂)

【10月26日(土) 第１日目】

11：00～12：50 理事会（小講堂）

12：50～ 受付開始（大講堂前）

13：20～14：20 開会式・総会・特別表彰（大講堂）

14：30～16：00 第30回大会記念シンポジウム（大講堂） ※聴講無料

「書学書道史研究の課題」

司会：中村伸夫（筑波大学）

パネラー：河内利治（大東文化大学） 富田 淳（東京国立博物館）

信廣友江（安田女子大学） 笠嶋忠幸（出光美術館）

16：10～17：40 第30回大会記念講演（大講堂） ※聴講無料

「近百年の中日書法交流について」

講演者：蘇士澍 氏（中国書法家協会主席）

通訳担当者：張莉 氏（大阪教育大学）

18：00～19：30 懇親会（グレースバリ上野公園前店 TEL：0120-706-736）

【10月27日(日) 第２日目】
09：00～ 受付開始（大講堂前）

09：30～12：10 研究発表（大講堂）

①09：30～10：00 「黄腸石の文と刻――任城漢墓及び北荘漢墓の「薛〇〇」を中心に」

安藤喜紀（大東文化大学大学院生）【司会：小川博章】

②10：00～10：30 「雁塔聖教序・記の複雑刻について ――筆画に沿う極細線の意味を考える――」

池田絵理香（大東文化大学大学院生）【司会：鍋島稲子】

③10：30～11：00 「第五回内国勧業博覧会と付博覧としての書画」

前川知里（大東文化大学大学院生）【司会：高橋利郎】

11：00～11：10 休憩

④11：10～11：40 「後漢時代の鎮墓瓶における書法の二系統性について」

井田明宏（筆の里公房）【司会：矢野千載】

⑤11：40～12：10 「二つの墨跡本「神龍半印蘭亭序」をめぐって」

志民和儀（公益財団法人 日本習字教育財団）【司会：菅野智明】

12：10～13：30 記念撮影・昼食

13：30～14：30 研究発表（大講堂）

⑥13：30～14：00 「和刻本「淳化閣帖」の伝本系統に関する一考察 ―惺堂旧蔵棭斎本を中心として―」

下田章平（相模女子大学）【司会：柿木原くみ】

⑦14：00～14：30 「日本書論から見る王羲之〈書聖〉考」

永由徳夫（群馬大学）【司会：森岡隆】

14：30～15：20 招待発表（大講堂）

「殷周金文の復元鋳造」 山本尭氏（泉屋博古館学芸員）

15：20～ 閉会式（大講堂）

総合文化展自由参観（平成館）



第30回（'19）書学書道史学会大会

第30回（'19）書学書道史学会大会

発表者への連絡事項

○発表者の持ち時間は、３０分(発表時間２０分、質疑応答１０分)です。発表に際しては、時間厳守で

お願いします。

○発表者各位においては、発表資料は、Ａ３版両面印刷最大５枚まで（複数枚の場合は綴じること）と

して２００部をご作成いただき、１０月２３日(水)までに、下記の宛先へ送付をお願いします。

〒 110-8712 東京都台東区上野公園 13-9

東京国立博物館内 富田淳研究室

☎０３‐３８２２‐１１１１（代表）

※送付伝票備考欄に「書学書道史学会研究発表資料在中」と記載してください。

○発表会場にはプロジェクターが設置されています。ご利用の場合、当日、ＵＳＢメモリー等をご準備

ください。試写は、研究発表前の空き時間を適宜ご活用ください。なお、プロジェクターを使用され

る方は、資料送付の際に、その旨をお知らせください。

○各発表の司会者は、専門分野を考慮の上、振り当てました。ただし、諸般の事情により、司会者に変

更が生じる場合があります。

役員・幹事各位へ

○理事・監事・諮問委員各位においては、必ず同封の「大会出欠確認はがき」にて理事会出欠のご回答

をお願いします。幹事各位においても、同様に資料封入作業の出欠のご回答をお願いします。いずれ

も、昼食準備数を把握する関係上、ご回答にご協力ください。

○幹事各位には、資料封入作業のほか、受付や大会運営のご協力をお願いしていますので、ご承知おき

ください。

○役員・幹事各位においても、必ず東京国立博物館通用門（西門）からご入館ください。

会場の都合により、展示室などとの通り抜けができないようになっております。

○理事・監事・諮問委員の方は、１０月２６日(土)１１：００より「第６９回定例理事会」を開催いた

しますので、理事会開催会場の「小講堂」（平成館１階）へご参集ください。

○幹事の方は、１０月２６日(土)１０：３０に事務作業を行う「小講堂」（平成館１階）へご参集くだ

さい。



第30回（'19）書学書道史学会大会レジュメ【10月27日（日）】①09：30～10：00 発表：安藤喜紀／司会：小川博章

第30回（'19）書学書道史学会大会レジュメ【10月27日（日）】②10：00～10：30 発表：池田絵理香／司会：鍋島稲子

①
黄
腸
石
の
文
と
刻
―
―
任
城
漢
墓
及
び
北
荘
漢
墓
の
「
薛
〇
〇
」
を
中
心
に

安
藤

喜
紀

近
年
、『
任
城
王
漢
墓
出
土
黄
腸
石
題
刻
全
集
』（
以
下
『
任
城
全
集
』
）、『
中
山
王
漢
墓

出
土
黄
腸
石
題
刻
精
拓
百
品
』
の
出
版
や
、「
新
出
土
の
書
―
―
拓
本
の
魅
力
―
―
」
展
（
謙

慎
書
道
会
）
で
の
展
示
な
ど
、
黄
腸
石
へ
の
注
目
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
北
荘
漢
墓
（
中

山
王
漢
墓
）・
任
城
漢
墓
か
ら
は
「
魯
の
柏
仲
」
な
ど
の
同
文
の
黄
腸
石
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
、
両
墓
の
建
造
年
代
の
差
は

～

年
と
非
常
に
近
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の

10

15

の
、
先
行
研
究
で
は
出
土
地
単
位
に
止
ま
り
、
出
土
地
を
ま
た
い
だ
横
断
的
な
研
究
は
ま

だ
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
文
の
黄
腸
石
を
比
較
し
て
い
く
と
、
刻
出
さ
れ
る
文

字
の
中
に
は
風
格
の
近
い
も
の
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
横
断
的
な
研
究
の
必
要
が
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
両
漢
墓
黄
腸
石
中
の
「
薛
〇
〇
」
の
文
を
有
す
る
一
類
に
つ
い
て
、
以

下
の
三
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
１
）『
任
城
全
集
』
所
収
拓
本
と
淑
徳
大
学
書
学
文
化
セ
ン
タ
ー
所
蔵
任
城
黄
腸
石
拓
本

と
を
比
較
し
、
「
薛
」
字
が
見
え
る
同
石
の
拓
本
間
の
一
部
に
磨
泐
・
補
刀
と
見
ら

れ
る
字
画
の
変
化
が
あ
る
こ
と
。

（
２
）
両
墓
の
黄
腸
石
に
見
ら
れ
る
「
薛
」
字
は
、
こ
れ
ま
で
一
様
に
地
名
と
解
釈
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
用
法
を
他
の
刻
文
の
語
法
と
の
比
較
を
通
し
て
考
察
し
た

結
果
、
地
名
「
薛
」
の
ほ
か
に
も
姓
「
薛
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

（
３
）
黄
腸
石
間
の
同
字
に
着
目
す
る
と
、
同
文
の
場
合
に
は
、
類
似
の
字
形
が
見
出
せ

る
一
方
、
別
文
で
は
横
画
の
長
さ
や
間
隔
に
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら

黄
腸
石
の
工
人
・
文
の
形
式
・
刻
の
様
式
の
間
に
は
一
定
の
関
連
性
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
つ
ま
り
、
同
文
の
黄
腸
石
の
刻
出
ま
で
の
過
程
に
は
、
ご
く
少
数
の
人
物

し
か
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
、
北
荘
・
任
城

両
墓
の
黄
腸
石
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
人
名
「
顔
伯
」
を
含
む
刻
文
を
比
較
す
る
と
、

同
一
墓
内
で
の
類
似
性
と
同
様
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
顔
伯
」

を
含
む
刻
文
の
黄
腸
石
に
は
出
土
地
を
ま
た
い
で
同
一
の
人
物
が
関
わ
っ
て
い
た
と

み
ら
れ
る
こ
と
。

本
発
表
で
は
以
上
の
三
点
を
も
と
に
、
黄
腸
石
に
お
け
る
文
と
刻
の
様
相
の
関
連
性
に

つ
い
て
、
そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
生
）

②
雁
塔
聖
教
序
・
記
の
複
雑
刻
に
つ
い
て

―
―
筆
画
に
沿
う
極
細
線
の
意
味
を
考
え
る
―
―

池
田

絵
理
香

雁
塔
聖
教
序
・
記
に
は
、
一
筆
で
書
い
た
点
画
を
刻
し
た
と
は
考
え
が
た
い
不
思
議
な

刻
が
散
見
さ
れ
る
。
本
発
表
で
は
、
そ
の
一
部
は
褚
遂
良
が
極
細
の
線
で
下
書
き
を
し
た

後
に
、
肉
付
け
を
し
て
仕
上
げ
た
こ
と
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
い
。

両
碑
に
み
え
る
不
思
議
な
点
画
に
つ
い
て
、
古
く
は
松
田
南
溟
・
比
田
井
天
来
の
両
氏

が
愛
用
し
た
拓
に
、
金
泥
と
朱
墨
の
三
四
八
箇
所
の
し
る
し
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

た
。
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
整
理
す
る
と
、
各
氏
の
見
解
は
次
の
Ａ
〜
Ｆ
の
六
点
に
分

け
ら
れ
る
。

Ａ
褚
遂
良
に
よ
る
切
筆
や
敗
筆
と
す
る
説(

貞
政
研
司
氏
一
九
九
五
年
、
趙
宏
氏
、
程
若

氏
二
〇
一
九
年)

。
Ｂ
褚
遂
良
自
身
が
時
期
を
隔
て
て
草
稿
に
補
筆
修
正
し
、
行
書
か
ら
楷

書
へ
修
正
し
た
と
す
る
説
や
、
手
書
き
の
書
か
ら
銘
石
書
へ
修
正
し
た
と
す
る
説(

荒
金
大

琳
氏
一
九
九
八
年
、
李
夢
媛
氏
二
〇
一
四
年)

。
Ｃ
刻
者
が
毛
筆
の
書
き
ぶ
り
を
再
現
す
る

た
め
に
、
分
割
刻
法
を
施
し
た
と
す
る
説
や
、
主
筆
に
補
刀
し
装
飾
を
加
え
た
と
す
る
説(

石

川
九
楊
氏
一
九
九
九
年
、
程
若
氏)

。
Ｄ
文
字
の
輪
郭
と
枠
内
の
彫
り
に
深
浅
の
差
が
あ
っ

た
と
す
る
説(

程
若
氏)

。
Ｅ
石
の
摩
耗
や
破
損
に
よ
っ
て
元
の
字
が
失
わ
れ
た
と
す
る
説

(

白
鶴
氏
二
〇
〇
七
年
、
馮
玉
春
氏
二
〇
一
〇
年)

。
Ｆ
後
世
の
人
が
摩
滅
し
た
点
画
を
ほ

じ
く
っ
た
か
、
刀
を
入
れ
た
と
す
る
説(

李
峰
氏
二
〇
一
七
年
、
程
若
氏)

で
あ
る
。

し
か
し
、
例
え
ば
「
其
」(

序
０
７
１

番
号
は
各
碑
内
の
通
し
番
号
を
指
す)

の
六
画

目
や
、「
教
」(

記
０
１
６)

の
三
画
目
に
沿
う
極
細
線
の
存
在
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
気

づ
い
て
い
な
い
。
唯
一
、
上
掲
の
程
氏
だ
け
は
、
文
字
全
体
が
明
ら
か
に
太
細
の
線
で
二

重
に
書
か
れ
た
用
例
「
之
」(

序
２
１
６)

を
挙
げ
る
が
、
現
時
点
で
は
解
釈
で
き
な
い
と

し
て
い
る
。

本
発
表
で
は
、
程
氏
が
未
解
決
例
と
し
て
挙
げ
た
「
之
」
字
を
含
む
刻
は
、
褚
遂
良
が

下
書
き(

細
い
線)

と
肉
付
け(

太
い
線)

の
二
つ
の
過
程
を
経
て
書
い
た
た
め
に
生
じ
た
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
複
数
の
例
か
ら
論
じ
た
い
。
そ
し
て
上
記
の
用
例
か
ら
類
推
す
る
と
、

褚
遂
良
書
法
晩
年
の
特
徴
で
あ
る
、
極
度
に
抑
揚
の
効
い
た
点
画
は
、
二
度
書
き
に
よ
っ

て
書
か
れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
に
も
言
及
し
た
い
。

（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
生
）
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③
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
と
付
博
覧
と
し
て
の
書
画

前
川

知
里

明
治
三
十
六
年
、
大
阪
に
お
い
て
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
以
下
内
国
博
）
が
開
催

さ
れ
た
。
内
国
博
に
お
け
る
書
の
部
門
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究

者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
第5

回
内
国
博
で
は
書
画
か
ら
書
と
絵
画
に
分
離
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
書
の
部
門
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
第
五
回
内
国
博
の
会

場
内
に
は
全
国
書
画
倶
楽
部
が
設
置
さ
れ
、
こ
こ
に
渡
辺
沙
鷗
や
中
根
半
嶺
と
い
っ
た
書

家
も
参
画
し
て
い
る
。
加
え
て
泉
布
観
で
は
、
藤
澤
南
岳
や
森
琴
石
な
ど
書
画
家
と
し
て

も
著
名
な
人
々
の
手
に
よ
っ
て
千
瓢
会
が
催
さ
れ
、
さ
ら
に
日
本
美
術
協
会
大
阪
支
会
に

よ
る
豊
公
遺
物
展
覧
会
や
東
洋
美
術
奨
励
会
に
よ
る
全
国
新
書
画
展
覧
会
と
い
っ
た
書
画

に
ま
つ
わ
る
イ
ベ
ン
ト
が
複
数
開
催
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
付
博
覧
と
し
て
設

置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
五
回
内
国
博
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
博
覧
会
協
賛
会
の
支
援
を
受
け
て
設

置
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
広
義
の
意
味
で
の
第5
回
内
国
博
に
書
は
内
包
さ
れ
て
い
た

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
設
置
は
大
阪
だ
か
ら
こ
そ
為
し
得
た
と

い
う
側
面
も
あ
る
。
近
世
の
大
坂
は
木
村
蒹
葭
堂
や
岡
田
米
山
人
と
い
っ
た
文
人
が
多
く

住
ま
う
土
地
で
あ
っ
た
。
江
戸
や
京
に
比
べ
、
幕
末
の
動
乱
の
影
響
が
少
な
か
っ
た
大
坂

で
は
、
そ
の
文
化
環
境
が
明
治
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
明
治
三
十
六
年
当
時
、

大
阪
に
お
い
て
文
化
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
大
阪
博
物
場
内
の
美
術
館

で
は
書
と
絵
画
を
分
け
隔
て
な
く
展
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
近
代
の
大
阪
に
は
書
画
概
念

が
強
く
根
付
い
て
い
た
。
加
え
て
、
明
治5

年
か
ら
開
催
さ
れ
た
京
都
博
覧
会
で
は
付
博
覧

と
い
う
博
覧
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
書
画
揮
毫
席
を
設
け
て
い
る
よ

う
に
、
関
西
の
博
覧
会
で
は
付
博
覧
が
定
着
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
、
第
五
回
内

国
博
で
は
付
博
覧
と
し
て
書
画
に
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

本
発
表
で
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
第
五
回
内
国
博

の
付
博
覧
に
着
目
し
、
藤
澤
南
岳
の
日
記
や
博
覧
会
の
記
録
を
通
し
て
そ
の
実
相
を
具
体

的
に
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
書
と
は
切
り
離
さ
れ
て
開
催
さ
れ
た
と
捉
え

ら
れ
て
き
た
第
五
回
内
国
博
が
、
実
際
に
は
書
画
世
界
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
生
）

④
後
漢
時
代
の
鎮
墓
瓶
に
お
け
る
書
法
の
二
系
統
性
に
つ
い
て

井
田

明
宏

鎮
墓
瓶
と
は
被
葬
者
の
安
寧
と
遺
族
の
繁
栄
を
祈
念
す
る
文
章
を
、
陶
器
（
多
く
は
灰

陶
）
の
側
面
に
書
写
し
、
副
葬
品
と
し
て
随
葬
し
た
も
の
を
い
う
。
後
漢
時
代
中
期
か
ら

南
北
朝
時
代
ま
で
使
用
が
続
い
た
と
さ
れ
る
が
、
特
に
後
漢
時
代
後
期
に
制
作
さ
れ
た
も

の
が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
後
漢
時
代
の
鎮
墓
瓶
の
書
法
を
対
象
と
す
る
。

鎮
墓
瓶
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
に
考
古
学
、
思
想
史
研
究
に
お
い
て
検
討
が
試
み
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
鎮
墓
瓶
の
器
形
、
墓
内
へ
の
配
置
方
法
が
大
き
く
二
つ
の
系

統
に
分
か
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
二
系
統
が
、
陝
西
省
型
と
河
南
省
型
に
大
別
さ
れ
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
書
法
史
に
お
い
て
は
、
通
行
書
体
が
使
用
さ
れ
た
例
と
し
て
鎮
墓
瓶
に
注
目
し
、

検
討
し
た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
お
い
て
は
上
記
し
た
鎮
墓
瓶
の
二
系
統
性

は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
本
発
表
で
は
、
鎮
墓
瓶
の
書
法
に
つ
い
て
、
二
系
統
性
を
考
慮

し
た
上
で
検
討
を
試
み
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
結
果
を
先
行
研
究
と
関
連
付
け
て
考
察
す
る

こ
と
で
、
鎮
墓
瓶
の
二
系
統
性
の
実
態
を
書
法
の
側
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

後
漢
時
代
の
鎮
墓
瓶
は
通
行
書
体
で
書
写
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
現
在
確
認

で
き
る
後
漢
時
代
の
鎮
墓
瓶
を
調
査
し
た
結
果
、
全
体
の
約
四
割
で
当
時
の
正
式
書
体
で

あ
る
八
分
の
使
用
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
書
体
と
出
土
地
と
の
関
係
を
見
る
と
、
八
分

の
使
用
は
河
南
省
周
辺
、
通
行
書
体
の
使
用
は
陝
西
省
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
。
特
に
、
陝
西
省
周
辺
の
鎮
墓
瓶
の
中
に
、
紀
年
は
八
分
、
本
文
は
通
行
書
体

で
書
写
し
た
も
の
が
複
数
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
鎮
墓
瓶
の
書
丹
者
は
二
書
体
を
書
き
分

け
る
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
書
体
を
意
図
的
に
選
択
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。こ

の
書
体
選
択
に
お
け
る
差
異
は
、
器
形
、
墓
内
配
置
と
と
も
に
、
鎮
墓
瓶
の
二
系
統

性
を
示
す
証
左
の
一
つ
と
な
ろ
う
。
他
分
野
に
お
け
る
研
究
成
果
に
加
え
、
後
漢
時
代
の

洛
陽
と
長
安
の
関
係
性
に
も
留
意
し
な
が
ら
、
鎮
墓
瓶
の
二
系
統
性
の
実
態
に
迫
り
た
い
。

（
筆
の
里
工
房
）
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⑤
二
つ
の
墨
跡
本
「
神
龍
半
印
蘭
亭
序
」
を
め
ぐ
っ
て

志
民

和
儀

現
在
、「
蘭
亭
序
」
諸
本
中
、
最
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
「
神
龍
半
印
蘭
亭

序
」
で
あ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
に
、
多
く
の
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
の
教
科
書
で
、
教
材
と

し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

特
に
、
現
在
、
北
京
・
故
宮
博
物
院
に
収
蔵
さ
れ
「
八
柱
第
三
本
」
と
も
別
称
さ
れ
る

墨
跡
本
「
神
龍
半
印
蘭
亭
序
」
は
広
く
知
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
北
京
・
故
宮
博
物
院
に

は
、
墨
跡
本
「
神
龍
半
印
蘭
亭
序
」
が
、
少
な
く
と
も
二
種
は
存
在
す
る
は
ず
で
、
こ
の

こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
の
問
題
に
言
及
し
た
著
述
も

見
な
い
。
図
版
で
確
認
す
れ
ば
容
易
に
理
解
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、『
中
国
美
術
全
集

書
法
篆
刻
編
２
』（
人
民
美
術
出
版
社

一
九
八
六
）
な
ど
に
掲
載
さ
れ
る
墨
跡
本
「
神
龍

半
印
蘭
亭
序
」
は
、
現
在
、
教
科
書
な
ど
に
掲
載
さ
れ
る
墨
跡
本
「
神
龍
半
印
蘭
亭
序
」（
本

発
表
で
は
「
神
龍
Ａ
本
」
と
仮
称
）
と
は
、
明
ら
か
に
別
本
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
二
つ
の
墨
跡
本
「
神
龍
半
印
蘭
亭
序
」
の
存
在
を
紹
介
し
、
図
版
を
用

い
て
対
校
す
る
。

ま
た
、
上
述
の
よ
う
に
、
二
つ
の
墨
跡
本
「
神
龍
半
印
蘭
亭
序
」
が
存
在
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
当
然
、「
神
龍
Ａ
本
」
に
附
さ
れ
た
跋
文
や
、
先
賢
の
「
神
龍
Ａ
本
」
に
対
す
る

評
価
に
つ
い
て
、
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
発
表
時
間
内

で
「
神
龍
Ａ
本
」
の
総
合
的
再
検
討
は
不
可
能
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
回
は
、
よ
く
知

ら
れ
る
郭
天
錫
、
鮮
于
枢
、
項
元
汴
三
者
の
跋
賛
に
限
っ
て
検
討
を
加
え
る
。

現
在
、
高
く
評
価
さ
れ
る
「
神
龍
Ａ
本
」
で
は
あ
る
が
、
上
述
三
者
の
跋
賛
を
は
じ
め
、

他
の
跋
文
に
も
多
く
の
問
題
点
を
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
注
意
深

く
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本
発
表
の
主
旨
で
あ
る
。

（
公
益
財
団
法
人

日
本
習
字
教
育
財
団
）

⑥
和
刻
本
「
淳
化
閣
帖
」
の
伝
本
系
統
に
関
す
る
一
考
察

―
惺
堂
旧
蔵
棭
斎
本
を
中
心
と
し
て
―

下
田

章
平

江
戸
時
代
の
書
道
は
和
様
と
唐
様
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
、
後
者
に
関
し
て
は
北
島
雪
山

・
細
井
広
沢
あ
た
り
か
ら
隆
盛
を
見
た
と
い
う
。
こ
の
動
向
と
軌
を
一
に
す
る
よ
う
に
、

唐
様
の
手
本
と
な
る
法
帖
の
輸
入
、
そ
し
て
廉
価
な
和
刻
本
も
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
淳
化
閣
帖
」
は
北
宋
の
太
宗
が
淳
化
三
年
に
内
府
所
蔵
の
墨
跡
を
摹
勒
上
石
さ
せ
、

王
著
に
命
じ
て
編
次
さ
せ
た
、
実
質
上
の
集
帖
の
祖
と
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
で
も

そ
の
和
刻
本
が
刊
行
さ
れ
て
き
た
。

和
刻
本
「
淳
化
閣
帖
」
に
つ
い
て
は
、
中
田
勇
次
郎
、
藤
原
楚
水
、
宇
野
雪
村
、
北
川

博
邦
、
馬
成
芬
ら
の
諸
氏
の
先
行
研
究
が
具
わ
る
も
の
の
、
実
物
の
比
較
に
基
づ
く
伝
本

系
統
の
検
討
や
、
そ
の
も
と
と
な
っ
た
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
「
淳
化
閣
帖
」
と
の
関
連
性

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
吉
澤
鐵
之
氏
所
蔵

の
狩
谷
棭
斎
翻
刻
本
（
以
下
、
棭
斎
本
）
を
手
始
め
に
、
静
嘉
堂
文
庫
等
の
公
的
機
関
や

個
人
が
所
蔵
す
る
和
刻
本
「
淳
化
閣
帖
」
の
実
地
調
査
に
よ
っ
て
そ
の
伝
本
系
統
を
考
察

し
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
淳
化
閣
帖
」
の
受
容
ば
か
り
で
な

く
、
延
い
て
は
当
時
の
日
中
文
化
交
流
の
一
端
の
解
明
が
期
待
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
吉
澤
氏
所
蔵
の
棭
斎
本
を
知
っ
た
の
は
、
発
表
者
が
こ
れ
ま
で
探
究
し
て

き
た
書
画
碑
帖
収
蔵
家
の
菊
池
惺
堂
の
旧
蔵
に
係
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
書
苑
』

五
巻
第
二
号
（
一
九
一
五
）
に
よ
る
と
、
大
正
四
年
四
月
二
五
日
に
上
野
公
園
の
東
京
美

術
学
校
で
「
法
書
会
春
季
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
併
催
し
て
行
わ
れ
た
「
墨
跡
法
帖
類
」

の
展
覧
に
、
惺
堂
は
架
蔵
の
「
粛
府
初
印
本
閣
帖
」（
成
田
山
書
道
美
術
館
蔵
）
、「
寛
延
板

閣
帖
」、
「
棭
斎
模
刻
本
淳
化
祖
帖
」（
吉
澤
氏
蔵
）
の
三
帖
を
提
供
し
て
お
り
、
吉
澤
氏
所

蔵
の
も
の
は
そ
の
一
本
と
見
ら
れ
る
。
今
回
の
検
討
で
は
、
惺
堂
が
棭
斎
本
を
収
蔵
し
た

経
緯
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
相
模
女
子
大
学
）
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⑦
日
本
書
論
か
ら
見
る
王
羲
之
〈
書
聖
〉
考

永
由

徳
夫

王
羲
之
を
〈
書
聖
〉
と
し
て
尊
崇
す
る
こ
と
は
、
書
学
領
域
に
お
い
て
は
も
は
や
常
識

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
書
聖
」
の
語
は
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
は
「
能
書
を

褒
め
て
い
ふ
詞
。
書
道
に
傑
出
し
た
人
。
」
、『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
「
指
造
詣
最
高
的
書
法

家
。」
と
あ
る
の
み
で
、
少
な
く
と
も
日
中
の
大
型
工
具
書
で
は
、
王
羲
之
に
特
定
し
て
は

い
な
い
。
い
つ
か
ら
、
ま
た
何
に
よ
っ
て
、
王
羲
之
は
〈
書
聖
〉
と
し
て
喧
伝
さ
れ
、
揺

る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
書
論
、
特
に
江
戸
時
代
の
唐
様
書
論
は
、
中
国
書
論
の
精
粋
を
摂
取
し
、
浸
透
さ

せ
る
こ
と
で
、
我
が
国
に
お
け
る
書
藝
術
観
を
樹
立
す
る
基
盤
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、

蘇
軾
『
東
坡
題
跋
』
中
の
一
条
「
書
唐
氏
六
家
書
後
」
の
「
真
生
行
、
行
生
草
。
真
如
立
、

行
如
行
、
草
如
走
。
未
有
未
能
行
立
、
而
能
走
者
也
。」
は
、
貝
原
益
軒
『
心
畫
軌
範
』（
一

七
一
二
）
に
て
紹
介
さ
れ
て
以
降
、
松
下
烏
石
『
圯
上
漫
草
』（
一
七
五
八
）、
澤
田
東
江

い
じ
よ
う
ま
ん
そ
う

『
東
江
先
生
書
話
』（
一
七
六
九
）、
市
河
米
庵
『
米
庵
墨
談
』（
一
八
一
二
）
等
、
多
く
の

日
本
書
論
に
引
用
さ
れ
、
本
家
中
国
を
凌
ぐ
定
着
を
見
た
。
こ
の
引
用
の
繰
り
返
し
は
、

一
々
が
原
典
『
東
坡
題
跋
』
に
当
た
っ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
く
、
所
謂
孫
引
き
の
形
で

定
着
が
図
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

〈
書
聖
〉
の
謂
い
に
つ
い
て
も
同
様
の
状
況
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。『
晉

書
』
王
羲
之
伝
で
は
「
古
今
之
冠
」
と
称
賛
し
、
唐
・
李
嗣
眞
『
書
後
品
』
に
は
「
可
謂

書
之
聖
也
」
と
見
え
る
。
時
代
は
は
る
か
清
ま
で
下
り
、
朱
履
貞
『
書
學
捷
要
』
に
「
夫

右
軍
書
聖
也
」
と
あ
る
の
が
、
直
截
的
な
〈
書
聖
〉
の
初
出
で
あ
ろ
う
か
。
我
が
国
で
は
、

『
米
庵
墨
談
』
に
「
至
右
軍
入
聖
」
、
外
岡
北
海
『
書
學
大
槩
執
筆
』（
一
八
二
四
）
に
「
書

ノ
聖
ト
モ
イ
フ
右
軍
ニ
」、
大
夢
狂
人
『
小
學
啽

囈
』（
一
八
二
六
）
に
「
古
今
の
書
聖
」

し
よ
う
が
く
が
ん
げ
い

と
見
え
た
後
、
武
田
司
馬
『
書
學
鑒
要
』（
一
八
五
〇
）
に
「
山
陰
父
子
ヲ
書
聖
ト
云
モ
」

と
あ
る
の
が
〈
書
聖
〉
の
謂
い
の
初
出
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
今
、
改
め
て
〈
書

聖
〉
の
語
の
ル
ー
ツ
を
辿
り
、〈
書
聖
〉
と
し
て
の
王
羲
之
が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
普

遍
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
詳
ら
か
に
し
た
い
。

（
群
馬
大
学
）

《
招
待
発
表
》
殷
周
金
文
の
復
元
鋳
造

山
本

尭

殷
周
青
銅
器
の
鋳
造
技
術
は
未
解
明
の
部
分
が
多
く
、
な
か
で
も
金
文
の
鋳
造
法
は
古

く
よ
り
様
々
な
仮
説
が
提
出
さ
れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
明
確
な
答
え
は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、

最
大
の
謎
の
一
つ
と
し
て
現
在
ま
で
残
さ
れ
て
き
た
。
発
表
者
ら
は
芦
屋
釜
の
里
に
て
殷

周
金
文
の
復
元
鋳
造
を
試
行
し
、
鋳
造
に
成
功
す
る
と
と
も
に
、
金
文
鋳
造
法
の
有
力
な

仮
説
を
実
験
に
よ
っ
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

金
文
の
復
元
鋳
造
を
行
う
う
え
で
特
に
重
視
し
た
の
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。
一
つ
は

鋳
型
の
材
質
。
出
土
鋳
型
資
料
の
成
分
分
析
に
よ
っ
て
、
外
型
と
中
子
（
内
型
）
に
用
い

た
材
質
が
異
な
っ
て
い
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
復
元
を
行
う
う
え
で

重
要
な
手
が
か
り
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
想
定
さ
れ
て
き
た
「
埋
け
込
み
」
の
技
術

的
必
然
性
を
解
明
す
る
鍵
と
な
る
。
二
つ
目
は
長
文
銘
の
製
作
。
銘
文
が
長
い
ほ
ど
製
作

の
難
易
度
は
上
が
る
た
め
、
長
文
銘
の
製
作
を
無
理
な
く
説
明
で
き
る
技
法
を
解
明
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
つ
目
は
文
字
の
形
態
的
特
徴
。
近
年
、
シ
リ
コ
ン
を
用
い
た
型
取

り
調
査
が
進
展
し
、
金
文
の
立
体
的
な
形
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
形
態
的
特

徴
を
復
元
で
き
る
技
法
を
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。

復
元
鋳
造
の
結
果
、
筆
に
泥
水
を
つ
け
て
、
中
子
に
埋
け
込
ん
だ
プ
レ
ー
ト
上
に
塗
り

重
ね
る
と
い
う
技
法
が
、
解
明
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
で
き
る
最
も
合
理
的
な
金
文
製

作
法
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
技
法
は
、
学
史
を
振
り
返
れ
ば
清
朝
の
阮

元
が
初
め
に
提
言
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
実
験
は
そ
の
妥
当
性
を
二
百
年
越
し
に
証

明
し
た
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
金
文
の
製
作
技
法
に
は
あ
る
程
度
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
し
た
可
能
性
が

あ
り
、
そ
れ
は
時
間
的
変
化
を
内
包
す
る
公
算
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
漠
然

と
捉
え
ら
れ
て
き
た
殷
周
金
文
の
書
体
変
遷
に
対
し
、
製
作
技
法
の
変
化
と
い
う
観
点
か

ら
合
理
的
な
説
明
を
与
え
る
可
能
性
が
開
か
れ
た
の
で
あ
り
、
漢
字
形
成
史
を
考
え
る
う

え
で
重
要
な
視
座
を
提
供
す
る
も
の
と
言
え
る
。

（
泉
屋
博
古
館
）

※
本
発
表
は
、
樋
口
陽
介
氏
（
芦
屋
釜
の
里
）
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。


